Communication Skills and the Teaching Styles centered around Students\u27 Activities by 秦野 玲子 & Hadano Reiko
総合演習Ⅱにおける参加型授業の意義と課題
一教職課程の学生に身につけさせたいコミュニケーションカとの関連から-
秦 野 玲 子
はじめに







































































































































































































































































































話す,聴 く,考える力 自己開示を恐れず,意見を述べられる相手の話 聴きとることができる省察力
相手の立場に立って考える力 相手の話を聴きとることができる
自分の意見を言い,相手の意見を聴 く力 相手の話を聴きとることができる積極的に,異なる意見の合意に向けて関わることができる
自分本位でなく他人に配慮 しながら積極的に関 積極的に,異なる意見の合意に向けて関わるこ
わる力 とができる
自分の考えと他人の考えをうまく絡めて考える
力
協調性
みんなの意見をまとめる力 相手の話を聴きとることができる要約,適切な質問をすることができる
視野の広が り 様々な分野-の関心
人権や様々なことへの関心 様々な分野-の関心人権感覚
思いや りを大切に思う気持ちとそれを行動に移 人権感覚
す声
ニケ-ションカの育成については,以下の点を
課題として挙げる｡
①少人数でも多様な価値観が出やすいアクテ
ィヴイティの開発
②短期間に自己開示 し,コミュニケーション
の楽 しさを実感させる運営のさらなる工夫
さらに,もうひとつ大きな課題として,総合
演習Ⅱの授業の大きな目的である,学生が参加
体験型の授業運営の方法を会得するという点に
ついては,まだ不十分な点である｡
筆者自身が更なる学びを重ね,教職を目指す
学生が力をつけられる授業となるよう,努力を
続けることで,こうした課題の解決につなげた
い ｡
参考
(文部科学省 ｢人権教育の指導方法などに関する
調査研究会議｣第二次とりまとめ平成 18年)
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